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   志をもって 
 能登地震から早くも一か月がたとうとしています。いまだ電気や水道の復旧が行われていない

ところもあり、日常の生活に戻ることができない状況が続いています。横浜でもかなり揺れた地

震で、つい先日も戸塚区は震度 4を記録していました。自然災害はいつどんな形で起こるかわか

りません。どんな準備をしていても役に立たないこともあるかもしれません。でも、事前の準備

は常にしておかないことには、対応がすぐにはできないので気をつけていきたいものです。 

 さて、このような世の中の状況や身の回りで起こる出来事は自分の力ではどうもならないこと

も多いかもしれません。しかし、私たちの人生は、自分自身の心の持ち方に左右される面も大き

いのではないでしょうか。目の前にある困難な状況は変わらなかったとしても、心のもち方ひと

つで、その状況の受け止め方も、今後の自分の行動も、変えていける可能性があるからです。 

「スポーツ選手になる」「ケーキ屋さんになる」「ダンサーになる」・・・。子どもの頃は様々

な夢を思い描いていたのではないでしょうか。大人になると昔のことは忘れてしまいがちです

が、「夢を現実のものとするために、一心に努力してきた結果、志を遂げて、今がある」という

方もいらっしゃるかと思います。 

 志とは、心に決めた目標に向けて進もうとする気持ちのことです。多くの人にとって、自分自

身の志について具体的に考えられる必要に迫られるのは、進学や就職というように、人生の節目

を迎えた時であるかもしれません。しかし志について考えるのは、そうした時期だけでいいかと

言えば、そうではなく、自分は今、何をすればいいのか、どのような未来に向けて歩みを進めれ

ばいいのか、これからどんな目標をもって毎日をすごしていけばいいのか・・・。自分自身のか

けがえのない人生を充実したものにするためには、いくつであっても考えることも必要かもしれ

ません。 

 長い間思い描いてきた夢を、誰もが実現できるわけではないかもしれません。しかし、たとえ

その夢がかなわなかったとしても、そこに向かって努力したことは決して無駄にはならないし、

そこに費やした時間はきっと、自分の力となって残っているのではないでしょうか。 

 2月 3月は、子どもたちにとっては、次の学年、次のステップに進むための切り替えの時です。

自分を支えてくれる家族や友達に感謝しながら、志をもって一歩を踏み出していってほしいと願

っています。 
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